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事 業 所 名

代 表 者 名

所 在 地

　T E L / F A X　 Tel. 045-581-3631　　　Fax.045-581-3615
U　R　L https://www.morita-kensetu.co.jp

環境管理責任者 代表取締役　　 森田　泰

　　　　　 　　 　大友
(工事部 )　　　浅野
(総務部)　　　 森田(麻)

事 業 内 容 建設業（建築工事業・解体工事業）

設 立 昭和５５年１０月１５日

従 業 員 数 １０名（令和４年５月現在）

資 本 金 ２,０００万円

売 上 高 ９９,３００万円（令和５年５月現在）

本 社 延 床 面 積 ２７２ ㎡

許 可 業 種

タイル・れんが・ブロック工事業

登 録 神奈川県知事許可（特定）第３１４５２号

主 な 資 格 者 一級建築施工管理技士 一級建築士

二級建築施工管理技士 二級建築士

二級土木施工管理技士

二級建設業経理事務士

全組織・全活動

ガ ラ ス 工 事 業

EA２１事務局
部門責任者

塗装工事業
防水工事業

内装仕上工事業
熱絶縁工事業
建具工事業

大 工 工 事 業
左 官 工 事 業

管理責任者

石 工 事 業
屋 根 工 事 業

１.　会　社　概　要

森 田 建 設  株 式 会 社

神奈川県横浜市鶴見区下末吉３丁目１８番１５号
〒230-0012

代表取締役　　森　田　　泰

Morita Kensetsu Co., Ltd.

２．　対　象　範　囲

建 築 工 事 業
鋼 構 造 物 工 事
解 体 工 事 業

とび・土工工事

鉄 筋 工 事 業
板 金 工 事 業

鶴見川橋
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３．環境管理体制

工事部　部門責任者
浅 野

環境管理責任者
森 田

ＥＡ２１事務局
大 友

総務部　部門責任者
森 田 (麻)

作成

森田 大友
代表取締役

森 田

作成　2020年　12月　1日

１．環境経営システムの確立、実施、維持、継続的改善
２．推進機関「ＥＡ21ＥＭＳ」の事務局責任者として事務局運営
３．それぞれの業務・役割に応じ、必要な教育・訓練を適切に計画、実施
４．関連法規の取りまとめ表の維持管理、遵守徹底
５．環境活動レポートの確認

承認

EA21事務局

１．代表者（管理責任者）への環境経営システムの実施状況報告
２．環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
３．環境目標、環境活動計画書原案の策定・作成
４．環境活動の実績集計、環境関連法規等取りまとめ表の作成
５．環境関連文書及び環境活動レポートの作成・整理・代表者（管理責任者）への報告

部門責任者
１．自部門に関連する環境活動計画の実施、維持及び達成状況の報告
２．環境上の緊急事態への準備及び対応
３．自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

従業員 １．環境方針を理解し、部門の環境活動計画に従って活動する。

役割・責任・権限

代表者

１．環境管理責任者の任命
２．経営における課題とチャンスの明確化
３．環境方針の制定
４．環境経営システムの実施及び維持・管理に必要な経営資源の準備
５．環境経営システムの定期的な見直しの実施
６．社内情報の外部公開化非決定
７・環境活動レポートの承認

環境管理
責任者
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１．

２．

３． 節水に努め、排水量を低減します。

４． 産業廃棄物のリサイクル率の向上に努めます。

５．

６．

７．

４ ． 環 境 経 営 方 針

地域の環境保全活動に積極的に参加します。

環境経営システムを効果的に運用し環境保全の向上に努め、シス
テムの継続的改善を図ります。

環境に関連する　法規則・条例等を遵守し、環境配慮に務め
ます。

制定日　　2020年　12月　１日

環 境 理 念

　森田建設株式会社は、地域との共生を図り、大切な自然を次世代に
引き継ぐため、社員一人一人が事業活動を通じて環境保全の重要性を
認識して環境経営に取り組み、低炭素社会の実現と地球温暖化防止に
配慮した活動を会社一丸となって取り組みます。

基 本 方 針

電気・ガソリン・軽油等の省エネルギーを推進し、二酸化炭素排出
量を削減します。

事業所及び現場での一般廃棄物は、できる限り分別しリサイクル
処理に努め廃棄物発生量を削減します。

代 表 取 締 役 森 田 泰
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５．（基準年の環境負荷と）環境経営目標

基準年(実績) 年度目標

R1年6月～
R2年5月

R4年6月～
R5年5月

R5年6月～
R6年5月

R6年6月～
R7年5月

R7年6月～
R8年5月

R8年6月～
R9年5月

1.12％削減
(又は向上)

1.13％削減
(又は向上)

1.14％削減
(又は向上)

1.15％削減
(又は向上)

1.16％削減
(又は向上)

１．
二酸化炭素
排出量の削

減

全社
CO2総量
Kg-CO2

65,357 64,625 64,619 64,612 64,605 64,599

電力使用量
ｋWh

17,439 17,244 17,242 17,240 17,238 17,237

CO2
Kg-CO2

7,935 7,846 7,845 7,844 7,843 7,843

電力使用量
ｋWh

49,262 48,710 48,705 48,700 48,695 48,691

CO2
Kg-CO2

22,414 22,163 22,161 22,159 22,156 22,154

ℓ 3,025 2,991 2,991 2,990 2,990 2,990

CO2
Kg-CO2

7,018 6,939 6,939 6,938 6,937 6,936

ℓ 5,222 5,164 5,163 5,162 5,162 5,161

CO2
Kg-CO2

12,115 11,979 11,978 11,976 11,975 11,974

ℓ 6,053 5,985 5,985 5,984 5,983 5,983

CO2
Kg-CO2

15,617 15,442 15,440 15,439 15,437 15,436

ℓ 104 103 103 103 103 103

CO2
Kg-CO2

259 256 256 256 256 256

本社
排出量

ℓ
2,880 2,848 2,847 2,847 2,847 2,847

現場
排出量

ℓ
6,750 6,674 6,674 6,673 6,672 6,672

本社
水使用量

㎥
37 37

現場
水使用量

㎥
668 661

４．
産廃
リサイクル
率の向上

現場
リサイクル率

％
51.0% 51.6% 51.6% 51.6% 51.6% 51.6%

５．
地域
貢献活動
の推進

全社 回 2 2以上 2以上 2以上 2以上 2以上

※ＣＯ2排出量は東京電力調整後排出係数　0.455kg-CO2を使用（2021年1月末～「みんな電力」へ移行）

※当社は化学物質は扱っていない。

④灯油
使用量
の削減

現場

単位

現場

本社

②ガソリン
使用量
の削減

本社

令和４年度令和元年度

サイト
区分

３．

２．

一般
廃棄物
排出量
の削減

③軽油
使用量
の削減

水使用量
の削減

令和５年度

現場

環境目標

①電気
使用量
の削減

現場

令和８年度

697

中長期目標

令和６年度 令和７年度

697 697 697
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６．環境経営計画の内容

当社の環境保全の向けた具体的な取り組みの内容を以下に示します。

１．二酸化炭素排出量の削減

１．照明・ＰＣの不要電力の消費抑制

２．空調設備の温度設定管理とエアコンの点検・清掃

１．エコ運転の推進（急発進、急加速、急ブレーキの削減）

２．停車時のアイドリングストップ

３．定期的な車両整備の実施（オイル交換、タイヤ空気圧の適正化）

④ 灯油使用量の削減 １．暖房温機器の度設定管理・清掃

２．一般廃棄物排出量の削減

１．事務所ゴミ分別を徹底し、リサイクルに努める

２．ペーパーレスの推進（メールの活用、データの電子化）

３．使用済み紙の再利用（コピー裏紙、封筒、ファイルの再利用）

３．水使用量の削減

１．節水意識の喚起

２．節水表示板の設置

４．建設産業廃棄物リサイクル率の向上

１．産業廃棄物分別の徹底

２．廃棄物排出量の把握

３．マニフェストの発行 （電子マニフェスト以外は横浜市に報告）

５．地域貢献活動の推進

１．近隣・公園の清掃

２．地域の防犯活動への参加

環 境 活 動 計 画

環 境 活 動 計 画

取　組　み　内　容

ガソリン,軽油,灯油
使用量の削減

②

③

４．工事用発電機の稼働において、必要量に応じながら利用を最小限に
　　抑える

① 地域貢献活動

環 境 活 動 計 画 取　組　み　内　容

取　組　み　内　容

環 境 活 動 計 画

①

取　組　み　内　容

①

建設産業廃棄物
リサイクル率の向上

環 境 活 動 計 画 取　組　み　内　容

①

廃棄物の削減①

水使用量の削減

電気使用量の削減
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承　認 作　成

７．環境経営計画、環境経営目標、取組結果とその評価 森田 大友

期間(2022年6月1日～2023年5月31日)

場所
環境目標

１.12％削減
実績

達成
区分

１．二酸化炭素排出量の削減　(Kg-CO3) 64,625 29,322 〇

１．不要電力の消費抑制

２．空調温度設定・清掃

１．エコ運転の推進

２．アイドリングストップ

３．定期的な車両整備

１～３．ガソリンと同じ

２．発電機の利用を抑える

１．暖房機器温度設定・清掃

２．一般廃棄物排出量の削減

１．事務所ゴミ分別

２．ペーパーレスの推進

３．使用済み紙の再利用

３．水使用量の削減

１．節水意識の換気

２．節水ポスターの設置

 １．産業廃棄物分別の徹底

２．産廃排出量の把握

３．マニフェストの発行

５．地域貢献活動の推進

４．．建設産業廃棄物リサイクル率
　　　の向上

④
灯油使用量の削減

103 0 〇

41.00

231.00

53.7%

①

本社
(ℓ)

5,985 〇

37

661

51.6%

本社
(ℓ)

現場
(％)

4,035.27

675.00

〇

〇

〇

〇

2,848

6,674

20,453.00

2,991

5,164

2,250.04

灯油使用なし

1,780.55

現場
(ℓ)

〇

目標達成

2,745.00

〇

本社の水使用量目標未達
成（是正報告書作成）

目標達成

目標達成

目標達成

目標達成

〇

✕

〇

環 境 活 動 計 画（取組み内容）

電気使用量の削減

環境活動計画

①

本社
(ｋWh)

現場
(kWh)

①

本社
(㎥)

現場
(㎥)

現場
(ℓ)

環境経営計画の取り組み評価

①

②

③

17,244

48,710

16,925.00

 ガソリン使用量の削減

現場
(ℓ)

 軽油使用量の削減

３回 〇 目標達成
①

１．地域の清掃活動への参加

２．近隣・公園の清掃

2以上全体
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基準 目標 実績
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承　認 作　成

８．次年度の環境経営目標、及び環境経営計画 森田 大友

環 境 活 動 計 画（取組み内容） 期間(2023年6月1日～2024年5月31日)

基準値
令和元年6月

～2年5月

令和5年度
環境目標

1.13%減または増

65,357 64,619
Kg-CO2 Kg-CO2

17,439 17,242 １．不要電力の消費抑制

ｋWh ｋWh ２．空調温度設定・清掃

49,262 48,705

ｋWh ｋWh

3,025 2,991 １．エコ運転の推進

L L ２．アイドリングストップ

5,222 5,163 ３．定期的な車両整備

L L

6,053 5,985 １～３．ガソリンと同じ

L L ２．利用を必要最小限に抑える

104 103 １．暖房器具の温度設定・清掃

L L

2,880 2,847 １．事務所ゴミ分別

㎥ ㎥ ２．ペーパーレスの推進

6,750 6,674 ３．使用済み紙の再利用

㎥ ㎥

37.0 37 １．節水意識の喚起

㎥ ㎥ ２．節水表示の設置

668 661

㎥ ㎥

 １．産業廃棄物分別の徹底

51.0 51.6 ２．産廃排出量の把握

％ ％ ３．マニフェストの発行

1．近隣・公園の清掃

２．地域の防犯活動への参加

次年度の取り組み内容

５．地域貢献活動の推進

現場

全体

現場

３．水使用量の削減

４．建設産業廃棄物
　　リサイクル率の向上

本社

④ 現場

担当

2回 2回以上 大友

浅野

本社

現場

灯油使用量
の削減

２．一般廃棄物排出量の削減

浅野

電気使用量の削減

ガソリン使用量の削減

 軽油使用量の削減 現場

環境活動目標

大友

現場

現場

①

②

１．二酸化炭素排出量の削減

③

本社

本社

浅野

大友

浅野

大友

浅野

大友

浅野

浅野
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承認 確認者

適用される主な環境関連法規等は次のとおりである。 森田 大友

確認日

2023年

廃棄物処理法
一般廃棄物の適正処理、産業廃棄物（汚泥、金属クズ、
廃プラ、廃油等）マニュフェストの交付

〇 6月1日

建設リサイクル法 特定建設資材リサイクル 〇 6月1日

容器包装
リサイクル法

容器包装廃棄物の適正処理 〇 6月1日

家電リサイクル法 特定家庭用機器の適正処理 〇 6月1日

小型家電
リサイクル法

使用済み小型電子機器の適正処理 〇 6月1日

フロン排出抑制法
業務用エアコンの点検、管理
冷媒用フロンの適正回収、破壊の措置

〇 6月1日

建築基準法 石綿含有物の使用禁止、内装仕上げ材 〇 6月1日

騒音・振動規制法
特定建設業、適応指定地域
（横浜市生活環境保全条例適用）

〇 6月1日

下水道法 公共下水道への排水、排水基準の遵守 〇 6月1日

環境関連法規等の遵守状況を確認し評価した結果、環境関連法規等への違反・訴訟は

ありませんでした。なお、関係当局よりの違反等の指摘は過去3年ありません。

９．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

適用される事項（施設、物質、事業活動等）適用環境関連法規等
確認

または該
当なし

 8



１０．代表者による全体評価と見直しの結果

評価年月日　：令和5年6月20日
　　　

物価上昇、資材の調達が困難な状況が続いているが
環境経営では全ての項目でほぼ目標達成している
今後も継続的に環境経営活動に取組み成果を上げていきたい。

見直し、変更指示に関しては以下の通りである。

森田建設株式会社
代表取締役　　森田　泰

　　　　　 項　　　目 　　　　必要に応じて評価・コメント

１．環境経営目標及び目標達成状況

２．環境経営計画及び取組実施状況 継続して取り組む

遵守できている

４．外部コミュニケーション・対応記録 問題なし

　　見　直　し　項　目
変更の
必要性

　　【有】　の場合の指示事項

１．環境管理体制 有　・　無

２．環境経営方針 有　・　無

３．環境経営目標 有　・　無

４．環境経営計画 有　・　無

５．その他 有　・　無

全体的に目標を達成できた

３．環境関連法規要求位一覧
    及び遵守状況
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承認 作成

第２回防災会議

9：00～10：00　（本社２階）

管理責任者、部門責任者、事務局、全従業員

　

問題点
確認事項

責任者
評価

会議の内容 防災について（大雨・台風時の緊急対応）

緊急事の態対応について
森田 大友

 防災について（大雨・台風時の緊急対応）
 
　・物品の避難 パソコン・重要書類の避難
　　倉庫の塗料等はなるべく保管しない。
　　やむを得なく保管する場合は浸水しないよう上段に置く（※EA21　令和3年度指摘事項）
 
　・社内連絡（安否確認） 社内の連絡ツールとしてLINEWORKSを活用
　　普段から操作に慣れておく（不定期に防災時の連絡訓練）

　 ・防災倉庫の設置
　　スコップ、ヘルメット、ブルーシート、ロープ、アルミブランケット、軍手、給水タンク
　　緊急時には近隣の防災拠点になることも考え、設置しました。

　・防災リュック
　　中身の消費期限は各自管理する。毎年１回は確認する

　・充電器、ヘッドライト 駐車場に防災倉庫を設置（緊急時は地域の人も活用できるように）
　　社員全員に支給、中身の確認（使用期限が近いものは交換する）
　　ソーラーバッテリーは定期的に充電しておく
　　ヘッドライトの点灯点検

大雨・洪水警報が出た場合、鶴見川が氾濫することも予想される。
清掃活動では、排水口にゴミが集まらないように注意する。定期的に排水口周りの除草をする

全社員の清掃活動のほか、日々の清掃活動が災害予防や地域活動につながる
継続して活動することが大切

記入・作成 令和5年4月4日

参加者

会議名

日時・場所 令和5年4月4日
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承認 作成

近隣のゴミ置き場を荒らすカラス

周辺道路のゴミ拾いと排水口周りの雑草除去

回収したゴミを分別し、適切に処分　→　公園も道路もキレイに！

現況、今後の改良点等

　現況：近隣家庭ごみ集積場所のルールが守られていない
毎週のようにカラスに荒らされ公園内までゴミが散乱してしまう
ゴミを放置しない。今後も継続的に清掃活動をする

活動内容

活動目的

　近隣の清掃　→　回収したゴミの分別　→　適切な処分
　地域の環境保全に貢献する

活動期間：　2021年6月～2022年5月

活動場所 　横浜市鶴見区3丁目　下末吉公園と周辺道路

参加者 全社員

地域活動の記録
森田 大友
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